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■ 調整上の注意点
(1) 400 Ω発生の調整
	 抵抗測定電流	1	mA	としてください：　基準器とするDMMの仕様をご確認ください。
	 例：　7561（YOKOGAWA製）の	2000	Ωレンジでは測定電流	1	mA
	 （下図のとおりの 4W接続で調整してください。）
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(2) 400 Ω測定の調整
	 （下図のとおりの 3W接続で調整してください。）
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(3) 内部 RJ 補正の調整
	 この調整は、特別な設備（精密 Kタイプ熱電対と 0℃基準温度槽）が必要です。	
	 お買い上げの販売代理店または当社にお問い合わせください。

■ 調整時のキー割り当て図
調整モード時には、キーは以下の図のような割り当てになります。

調整/通常 モード切り換え
（2個 同時：約2秒 押し）

入力決定(ENTER)キー
（約1秒 押し）

入力解除キー
（約1秒 押し）

調整キー（6個）

1 2 3 4

調整キーの調整桁
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■ 測定機能の調整

操作手順
<1>	標準器をウォームアップします。
<2>	本機器の電源をＯＮする前に、標準器と本機器を接続します。	

外部 RJ センサは必ず取り外してください。
<3>	本機器の電源をＯＮします。
<4>	図の	 	キー 2個を同時に約 2秒間押して、調整モードに入ります。
<5>	測定 / 発生切換スイッチとレンジ切換スイッチで調整する測定レンジを選択します。	

表示器に「CAL」,	「MEASURE」が表示され、「FS」が点滅します。	
（すでに FS 相当の入力がされている場合は、測定値と「FS」が点灯します。）

<6>	標準器を設定して定格値を本機器に入力して表示値が安定してから入力決定の	
	 	（ENTER キー）を約 1秒間押して確定します。

<7>	確定すると、表示器の「0,	FS」が点滅に切り換わります。	
再度入力決定の	 	（ENTER キー）を約 1秒間押すことで、調整値を本機器内部の	
EEPROMに書き込みます。（以前の調整値を消して上書きします。）	
EEPROMの書き込みが終了すると、手順<5>の状態に戻ります。

<8>	調整する各レンジに対して手順<5>から <7>の操作を実行してください。

一つ前の手順に戻る
<9>	確定せずに一つ前の操作手順に戻るときは、入力解除の	 	キーを約 1秒間押します。	

ただし、EEPROMに書き込んだ後は戻ることはできません。

通常動作モードに戻る
<10>	図の	 	キー 2個を同時に約 2秒間押すか、POWER キーを押して	

	 いったん電源OFF にしてから再度 POWER キーを押すと通常モードに戻ります。

安全にご使用いただくために

下記の取扱説明書があります。ご使用前に必ずよくお読みいただき正しくお使いください。	
	 IM	CA12E-03JA（スタートガイド：安全について）	
	 IM	CA12E-01（取扱説明書	-	1	-	: 発生方法、測定方法、その他の機能など）	
	 IM	CA12E-02（取扱説明書	-	2	-	: 調整方法、仕様など）：本書

8. 調整

■ 調整について
精度よく測定するために 1年に 1度、調整してご使用になることをおすすめします。
標準器の選定で推奨している標準器を使用した調整方法について説明します。
本機器の調整は、当社でも承っております。	
お買い上げの販売代理店または当社にお問い合わせください。

■ 標準器の選定
＜発生機能＞

調整対象 標準器名称 レンジ 測定範囲 確度 備考

DCV
ディジタル	
マルチメータ
(DMM)

100	mV Max.	110	mV ± (0.005%+5	μV) 7561
(YOKOGAWA製）	
または相当品

Ω ディジタル	
マルチメータ 400	Ω Max.	440	Ω

測定電流	1	mA ± (0.005%+0.02	Ω)

＜測定機能＞

調整対象 標準器名称 レンジ 発生値 確度 備考

DCV 直流標準電圧	
発生器 100	mV 100	mV ± 0.01%

2552
(YOKOGAWA製）	
または相当品

Ω ダイヤル	
抵抗器 400	Ω 400	Ω ± 0.01%

279301
(YOKOGAWA製）	
または相当品

■ 調整時の環境と条件
	 周囲温度：	 	 23 ± 1℃
	 相対湿度：	 	 45	～	75％ RH
	 ウォームアップ：	 標準器指定のウォームアップ時間
■ 調整ポイント
・	調整ポイントは下表のとおりです。
・	再調整の必要なレンジだけを選択して、単独で調整することができます。
・	発生の 0/FS（フルスケール）は必ず一緒に行ってください。

＜発生＞	 ＜測定＞

調整点 調整値 *1 調整点 調整値 *2

100	mV
0 0	mV

100	mV FS 100	mV
FS 100	mV

400	Ω
0 0	Ω

400	Ω FS 400	Ω
FS 400	Ω

*1	 基準器の読み（CA12E 出力値）が	
	 上記となるように調整

*2	 基準器の発生値を	
	 上記の値に設定

■ 発生機能の調整
操作手順
<1>	標準器をウォームアップします。
<2>	本機器の電源をＯＮする前に、標準器と本機器を接続します。	

外部 RJ センサは必ず取り外してください。
<3>	本機器の電源をＯＮします。
<4>	図の	 	キー 2個を同時に約 2秒間押して、調整モードに入ります。
<5>	測定 / 発生切換スイッチとレンジ切換スイッチで調整する発生レンジを選択します。	

表示器に「CAL」,	「SOURCE」,	「ON」,	「0」と下限値が表示されます。
<6>	本機器の出力値を標準器（DMM）で読み取り、	 	調整キーで出力が下限値になるように	

調整して、入力決定の	 	（ENTER キー）を約 1秒間押して確定します。	
確定すると、表示器は「CAL」,	「SOURCE」,	「ON」,	「FS」と設定定格値に切り換わります。

<7>	本機器の出力値を標準器（DMM）で読み取り、	 	調整キーで出力が定格値になるように	
調整して、入力決定の	 	（ENTER キー）を約 1秒間押して確定します。	
確定すると、表示器の「0,	FS」が点滅に切り換わります。	
再度入力決定の	 	（ENTER キー）を約 1秒間押すことで、調整値を本機器内部の	
EEPROMに書き込みます。（以前の調整値を消して上書きします。）	
EEPROMの書き込みが終了すると、手順<5>の状態に戻ります。

<8>	調整する各レンジに対して手順<5>から <7>の操作を実行してください。
一つ前の手順に戻る
<9>	確定せずに一つ前の操作手順に戻るときは、入力解除の	 	キーを約 1秒間押します。	

ただし、EEPROMに書き込んだ後は戻ることはできません。
通常動作モードに戻る
<10>	図の	 	キー 2個を同時に約 2秒間押すか、POWER キーを押して	

	 いったん電源OFF にしてから再度 POWER キーを押すと通常モードに戻ります。
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この取扱説明書は、いつでも使用できるように
大切に保管してください。
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10. 携帯用ケースとラバーブーツ

■ 携帯用ケース (B9108NK)

(1) ケース蓋のストラップ側ホックと	
側面ホックを外して、ケース蓋を	
開きます。

(2) ケース蓋の社名ロゴ側ホックを	
中心にしてケースをひっくり	
返します。

(3) 再びケース蓋のストラップ側	
ホックと側面ホックを固定
します。

ケース蓋の社名ロゴ側ホックは、外れませんのでご注意ください。

■ ラバーブーツ (93038) ■ すべり止め

すべり止め
（付属）

衝撃からの保護としてラバー	
ブーツを使用することができます。	
（ストラップを併用できます。）

ラバーブーツを使用する場合、本体下のすべり止めは不要です。	
本体のみを立てかけて使用する場合は、付属の「すべり止め」をご使用ください。	
（本体の下部に貼ってください。）

9. 仕様

■ 発生 / 測定
	 確度：	±（設定または読み値の％+°C, μV, Ω）,	23±5°Cにて

レンジ 発生 /測定範囲
確度

分解能
発生	*3 測定	*4 備考

TC
*1

K -200.0	～	+1372.0	°C

0.05%+1	°C
0.05%+2	°C

0.07%+1.5	°C
0.07%+2	°C

-100	°C以上
-100	°C未満

0.1	°C

E -200.0	～	+1000.0	°C

J -200.0	～	+1200.0	°C

T -200.0	～	+400.0	°C

N -200.0	～	+1300.0	°C

R
S 0	～	1768	°C

0.05%+3	°C
0.05%+2	°C

0.07%+3	°C
0.07%+2	°C

100	°C未満
100	°C以上

1	°C

B +600	～	+1800	°C
0.05%+4	°C
0.05%+3	°C

0.07%+4	°C
0.07%+3	°C

1000	°C未満
1000	°C以上

L -200.0	～	+900.0	°C 0.05%+0.5	°C
0.05%+1	°C

0.07%+1.5	°C
0.07%+2	°C

0	°C以上
0	°C未満

0.1	°C
U -200.0	～	+400.0	°C

100	mV 発生範囲
-10.00	～	+110.00	mV	 0.05%+30	μV 0.05%+30	μV 測定範囲

0	～	± 110.00	mV	 10	μV

400	Ω 0	～	400.0	Ω 0.05%+0.2	Ω 0.05%+0.2	Ω	*5
励起電流	*6

0.1	Ω
PT100	*2 -200.0	～	+850.0	°C

0.05%+0.6	°C 0.05%+0.6	°C *5 0.1	°C
JPT100 -200.0	～	+500.0	°C

温度係数：上記確度値×	(1/10)/℃
*1：JIS	C	1602-1995 基準熱起電力表による。ただし、L,	U は DIN 規格による。
*2：JIS	C	1604-1997 基準抵抗値による。	
PT100 基準抵抗値の国際実用温度目盛	(IPTS-68)	選択可能	
PT100 の国際実用温度目盛	(IPTS-68)	は	-200	～	+650℃

*3：TC 発生確度には RJ 確度を含まず。	
基準接点温度による出力補正を行う場合は、センサ確度を含む。（出力補正は約 4秒毎）

*4：TC 測定確度は、基準熱起電力表に対する確度で RJ 確度を含む。	
（熱電対の確度は加算）ただし、端子部温度が安定していること。

*5：3線式測定時
*6：発生の励起電流：	0.5	～	2	mA、測定の励起電流：	約 2	mA、	
励起電流	0.1	mA 時は、0.05%+1℃	(0.4	Ω)	加算、対象機器入力キャパシタンス	0.1	μF以下

■ 一般仕様

電源：	 LR6 アルカリ乾電池× 4本または専用 ACアダプタ（別売）
電池寿命：	 約 55	h（アルカリ電池使用時）
オートパワーオフ：	約 10 分
発生値設定：	 4 桁アップダウン方式
発生部応答時間：	 約 20	mS（規定電流が与えられてから確度内に入るまでの時間）
負荷条件：	 0.1μF以下
測定表示更新周期：	約 1秒
表示：	 セグメント LCD
最大印加電圧：	 各端子−アース間	42	Vpeak 以下
使用温湿度範囲：	 0 ～ 50℃ ,	20 ～ 80%RH（結露がないこと）
保存温湿度範囲：	 -20 ～ 50℃ ,	90%RH 以下（結露がないこと）
安全規格：	 EN	61010-1,	EN	61010-2-030　測定カテゴリのない機器	O	(Other)
	 屋内使用、使用高度	2000	m 以下、汚染度 2
外形寸法：	 約 192(H) × 92(W) × 42(D)（突起部含まず）
質量：	 約	440	g（電池を含む）
付属品：	 測定発生用リードケーブル	(B9108MT)			赤、黒、黒 1組
	 端子アダプタ	(B9108KF)
	 アルカリ乾電池	-	-	-	4 本
	 取扱説明書	-	-	-	3 部
アクセサリ：	 専用 ACアダプタ	 形名：94012（L3043EE）AC100V　日本国内用	
	 測定発生用リードケーブル：B9108MT			赤、黒、黒	1 組
	 携帯用ケース：B9108NK
	 ラバーブーツ：93038
	 ストラップ：97040
	 アクセサリ収納ケース：	B9108XA
	 RJ センサ（基準接点補償）：	B9108WA

■ 外部 RJ センサの仕様 *3

測定範囲 確度（本体と組み合わせて） 外部 RJ センサ：	形名	B9108WA
コード長：	約 1.5	m
本体内部ディップスイッチの設定により	
内部センサによる補償も可能

-10	～	+50	℃
18	～	28	℃：
その他の範囲：

± 0.5℃
± 1℃

11.4. 中華人民共和国の電子電気製品の汚染予防管理について
中華人民共和国国内でのみ有効です。

产品中有毒有害物质或元素的名称及含量

部件名称

有毒有害物质或元素

铅

（Pb）

汞

（Hg）

镉

（Cd）

六价铬

（Cr(VI)）

多溴联苯

（PBB）

多溴二苯醚

（PBDE）

框架（塑料） × × × × ○ ○

线路板 ASSY × × × × ○ ○

导线 × × × × ○ ○

电池 × × × × ○ ○

<选购 >

RJC CABLE 
B9108WA

× × × × ○ ○

○：

×：

表示该部件的所有均质材料中的有毒有害物质的含量均在 GB/T 26572 标准中所规定的限量以下。
表示该部件中至少有一种均质材料中的有毒有害物质或元素的含量超过 GB/T 26572 标准所规定的限量要求。

环保使用期限 : 该标识适用于 SJ/T11364 中所述，在中华人民共和国销售的电子电气产品 

的环保使用期限。

只要您遵守该产品相关的安全及使用注意事项，在自制造日起算的年限内， 

则不会因产品中有害物质泄漏或突发变异，而造成对环境的污染或对人体 

及财产产生恶劣影响。

注） 

该年数为“环保使用期限”，并非产品的质量保证期。零件更换的推荐周期， 

请参照使用说明书。

保証書

■ 保証について
本機器は、厳密な社内検査を経て出荷されておりますが、万一製造上の不備による故障	
あるいは輸送中の事故等による故障の節は、お買い上げいただいた販売代理店または	
当社にお申しつけください。
なお、当社製品の保証期間はご納入日より 1年です。
この間に発生した故障で、原因が明らかに当社の責任と判定された場合は修理いたします。

保証書
※ご使用者名

取扱代理店

殿
※ No.

形名

1年間
保証　　※ご納入日
期間　　　　　　　年　　　　　月より 

CA12E

お願い

保証規程

記

本保証書はアフターサービスの際必要となります。お手数でも※印箇所ご記入の
うえ、本計器の最終ご使用者のお手許に保管してください。
○保証期間中に正常な使用状態で、万一故障等が生じました場合は下記に記載の

保証規程により無償で修理いたします。
○本保証書は日本国内でのみ有効です。また保証書の再発行はいたしません。

This warranty is valid only in Japan.

保証期間中に生じました故障は無償で修理いたします。
但し、下記事項に該当する場合は無償修理の対象から除外いたします。

（1）不適当な取扱いまたは使用による故障。
（2）設計仕様条件をこえた取扱い（使用）または保管による故障。
（3）電池、ヒューズ等の消耗品および自然消耗部品の補充。
（4）当社もしくは当社が委嘱した者以外の改造または修理に起因する故障。
（5）火災・水害・地震その他の天災を始め故障の原因が本器以外の理由に

よる故障。
（6）その他当社の責任とみなされない故障。 以上

11. 各国や地域での販売について

11.1 製品の廃棄について
廃電気電子機器指令 (DIRECTIVE 2012/19/EU)
（この指令は EU圏内のみ有効です。）
この製品は、WEEE 指令（2012/19/EU) マーキング要求に準拠します。

このマークは、この電気電子製品を一般家庭廃棄物としては	
ならないことを示しています。

製品カテゴリ
WEEE 指令の付属書 I に示される製品タイプに準拠して、この製品は	
” 監視及び制御機器” の製品として分類されます。
EU圏内で製品を廃棄する場合は、お近くの横河ヨーロッパ・オフィス	
までご連絡ください。
家庭廃棄物では処理しないでください。

11.2 電池交換および廃棄方法について
EU 電池指令 (DIRECTIVE 2006/66/EC)
（この指令は EU圏内のみ有効です。）
この製品には電池が使用されています。
製品から電池を取外し、電池単体で処分する場合には、廃棄に関する国内法に従い	
処分してください。
EU圏内では、電池の回収機構が整備されているため適切な処置をお願いいたします。

電池の種別：アルカリ乾電池

注）
このマークは、EU電池指令の付属書 II に規定されています。	
分別収集が義務付けられていることを意味しています。

電池の安全な取り外し方法：
取扱説明書	-	1	-	(IM	CA12E-01) の「3.	電池の交換」を参照してください。

11.3 EEA 内の認定代理人 (AR)
横河ヨーロッパ・オフィスは、EEA 内で本製品の当社認定代理人 (AR) を務めます。
横河ヨーロッパ・オフィスの住所については、別紙のお問い合わせ先 (PIM	113-01Z2) を	
ご覧ください。	(EEA:	European	Economic	Area,	AR:	Authorized	Representative)


